
◆
５
月

日
、
府
教
委
が
「
行
事
予
定
の
考
え
方
」
を
発
出

28

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
臨
時
休
業
が
解
除
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
分
散
登

校
で
学
校
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
度
初
め
か
ら
２
ヶ
月
間
も
休
校
が
続
い
た
も
と
、

今
年
度
の
授
業
日
数
・
行
事
予
定
を
ど
う
す
る
か
は
大
き
な
問
題
で
す
。

こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
府
教
委
は
、
５
月

日
付
で
校
長
・
准
校
長
宛
に
「
令
和
２
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年
度
府
立
高
等
学
校
に
お
け
る
行
事
予
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
と
の
事
務
連
絡
文
書

を
発
出
し
、「
年
間

週
の
必
要
と
な
る
授
業
日
数
」（
＝
昨
年
９
月
に
各
校
が
届
け
出
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た
授
業
日
数
）
を
確
保
す
る
、
と
の
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
「
長
期
休
業
、
学
校
創
立
記
念
日
及
び
週
休
日
に
授
業
日
を
設

定
す
る
」
と
し
、
「
夏
季
休
業
は
８
／
７
～

の

日
間
、
冬
季
休
業
は

／

～
１
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／
４
の
７
日
間
、
土
曜
に
５
日
間
授
業
実
施
」
な
ど
の
「
対
応
例
」
も
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
「
相
当
数
授
業
を
実
施
し
て
も
必
要
と
な
る
授
業
日
数
に
及
ば
な
い
」
場

合
は
、「
個
別
に
協
議
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

◆
「
長
期
休
業
短
縮
」「
土
曜
授
業
」
の
押
し
つ
け
は
不
当

長
期
に
及
ん
だ
休
校
の
も
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
学
習
面
だ
け
で
な
く
生
活
面
や
精

神
面
で
も
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
た
、
不
安
と
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
心
身
と
も
に
大

変
な
状
態
で
す
。
い
ま
、
学
校
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
第
一
に
、
そ
う
し
た
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
通
え
る
居
場
所
と
し
て
受
け
入
れ
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る

こ
と
で
す
。
同
時
に
、
教
育
活
動
は
、
「
遅
れ
を
取
り
戻
す
」
こ
と
を
最
優
先
に
し
た

「
詰
め
込
み
」
と
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間
と
し
て
の
成
長
・
発
達
を

第
一
に
す
す
め
る
べ
き
で
す
。

こ
の
立
場
に
立
っ
て
、
府
高
教
は
、
４
月

日
に
府
教
委
に
申
し
入
れ
を
行
い
「
画
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一
的
な
授
業
時
数
確
保
、
土
曜
授
業
実
施
、
夏
季
休
業
短
縮
な
ど
を
押
し
つ
け
な
い
こ

と
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
は
、
文
科
省
も
「
臨
時
休

業
に
よ
り
、
教
育
課
程
の
授
業
時
数
を
下
回
っ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
学
校
教
育
法
施

行
規
則
に
反
す
る
も
の
と
は
さ
れ
な
い
」
「
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
配

慮
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
５
月

日
に
行
わ
れ
た
教
育
委
員
会
会
議
で
も
、
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委
員
か
ら
「
詰
め
込
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
の
は
長
い
ス

パ
ン
で
」
「
授
業
を
や
れ
ば
追
い
つ
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
考
え
る
力
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
実
情
を
無
視
し
、
一
律
に
「
授
業
日
数
確
保
」
「
長
期
休
業
短
縮
」「
土
曜
授

業
」
を
求
め
る
な
ど
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

◆
府
教
委
、
「
授
業
日
数
確
保
が
最
優
先
で
は
な
い
」
「
土
曜
授
業

は
振
り
替
え
が
前
提
」

府
教
委
は
、
府
高
教
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
「
必
要
と
な
る
授
業
日
数
の
確
保
」

は
、
「
学
び
の
保
障
の
観
点
か
ら
目
標
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
数
確
保
を
最

優
先
せ
よ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
「
授
業
日
数
は
、
学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
、
学
校

が
決
定
す
る
も
の
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
教
育
課
程
の
編
成
は
、
子
ど
も
た

ち
の
状
況
に
応
じ
、
そ
の
成
長
・
発
達
を
第
一
に
学
校
が
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
観
点

に
立
っ
た
、
教
職
員
の
十
分
な
論
議
と
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
土
曜
授
業
」
に
つ
い
て
府
教
委
は
、「
非
常
変
災
と
し
て
土
曜
授
業
を
実
施

す
る
場
合
も
、
教
職
員
の
週
休
日
の
振
り
替
え
を
行
う
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
振
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
は
実
施
で
き
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
の
再
開
は
「
条
件
整
備
」
と
一
体
で
！

今
後
、
感
染
の
「
第
二
波
」「
第
三
波
」
も
予
測
さ
れ
、
専
門
家
会
議
に
よ
っ
て
「
長

丁
場
の
と
り
く
み
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
生
徒
・
教
職
員
の
十
分
な
感
染
防
止

を
は
か
り
な
が
ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

「

人
学
級
」
な
ど
、
欧
米
並
み
の
少
人
数
学
級
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
が
強
く
求

20
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
毒
作
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
準
備
な
ど
、
業
務
が
増
加
し
て

お
り
、
教
職
員
の
抜
本
的
な
人
員
増
、
養
護
教
諭
の
全
校
複
数
化
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
全
校
配

置
な
ど
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
感
染
防
止
の
た
め
の
十
分
な
物
品
の
配
布
、

夏
季
の
授
業
に
対
応
し
た
エ
ア
コ
ン
、
電
気
料
金
の
措
置
な
ど
、
学
校
の
体
制
強
化
・

教
育
条
件
整
備
が
な
け
れ
ば
、
学
校
の
「
通
常
」
再
開
は
で
き
ま
せ
ん
。

教
職
員
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
学
校
と
生
徒
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
課
程
の
編
成
を

す
す
め
る
と
り
く
み
と
あ
わ
せ
て
、
現
場
の
条
件
整
備
に
向
け
て
、
す
べ
て
の
職
場
か

ら
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

府教委「必要な授業日数の確保」を通知

長期休業短縮･土曜授業の
押しつけは不当！
教育課程は生徒の実情に応じ、学校が編成するもの
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